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	つなぐ
	基本編
	(参考：嶋﨑, 2025）

	本資料の活用例
	現行の定義は広く設定され，反復性や力の不均衡を要件としていない。
	心身の苦痛が生じていれば，けんかであっても，法に基づきいじめと認知される。
	(参考：文部科学省, 2016）

	いじめの相談を受けた時は
	事実確認も重要ですが，まずは訴えを誠実に受け止めることが大切です。
	例えば，以下のような声かけが紹介されています。
	(参考：佐野ほか, 2025）
	「いじめに気づけず，すみません。すぐに学校組織でいじめに対応していきます」
	次のような場合も，いじめとして捉えられているか確認してみましょう。
	(参考：文部科学省, 2017）
	学校いじめ対策組織は，いじめ問題への取り組みにおける中核となる。
	(参考：文部科学省, 2017;  小西, 2014）
	いずれかのタイミングで全教職員が組織に参画できるようにする。

	学校いじめ対策組織の主な役割
	早期発見
	・いじめを許さない環境づくり
	・相談や通報の受け付け
	その他
	・状況把握や緊急会議の開催
	・学校いじめ防止基本方針の点検
	・校内研修の実施  など
	Webで確認
	学校いじめ対策組織について，次のことを確認しておきましょう。
	① 現在の構成員　　


	いじめの防止等のための基本的な方針
	(p.27)
	いじめに係る情報は，速やかに，学校いじめ対策組織に全て報告する。
	(参考：文部科学省, 2017）
	事案であっても，学校いじめ対策組織へ共有する必要がある。
	(参考：文部科学省, 2017）
	報告を常に受けられる体制づくり
	(参考：国立教育政策研究所, 2021）
	Webで確認
	学校いじめ対策組織において，次の担当者を確認しておきましょう。
	① 運営の中心となる｢総合調整役｣
	② 情報の｢集約担当｣


	つなぐ
	実践編
	本資料の活用例
	・いじめの認知件数：769,022件 （前年比 ＋36,454件）
	・重大事態の発生件数：1,404件 （前年比 ＋98件）
	(参考：文部科学省, 2025）
	（参考：自治体公表の調査報告書）
	(参考：こども家庭庁・文部科学省, 2025）

	加害者による謝罪のあり方
	(参考：藤川, 2024）
	上記の課題を踏まえ，自校の組織や方針，日頃の対応を振り返り，改善すべき点がないか意見を出し合いましょう。
	令和6年度に認知されたいじめのうち，学級担任が発見したものは9.3％でした。
	(参考：文部科学省, 2025）
	(参考：こども家庭庁・文部科学省, 2025）
	(参考：西村ほか, 2022）
	(参考：山中・平石, 2015, 2017）

	援助要請を促すために
	(参考：後藤・中谷, 2024; 柳・新井, 2025）
	部活動では人間関係が固定化しやすく，集団独自の雰囲気やルールが生まれることがあります。複数の大人が見守る体制を整えるために，
	どのような工夫ができるか話し合ってみましょう。



